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　三重県スポーツ医・科学委員会は、平成 3年に三重県の競技力向上とスポーツ振興の発展を目

的として設立されました。本委員会の活動内容をまとめた「スポーツ医・科学研究MIE第 32 巻」

を発刊できましたこと、関係各位に厚く御礼申し上げます。

　今年、佐賀県で開催された第 78 回大会は、国民体育大会（国体）から国民スポーツ大会（国スポ）

に名称が変更された初めての大会でした。「する」「観る」「支える」の 3つの観点から、「すべて

の人に、スポーツのチカラを」のコンセプトのもとエンターテイメント性を高めた開・閉会式、

観戦機会を確保するナイトゲームの導入、「スポーツ」と「ビジネス」の融合など、スポーツの

力を未来へとつなげる新しい大会となりました。本県選手団は、多くの競技で素晴らしい成績を

達成し、鹿児島大会から順位を上げ、天皇杯 14 位（皇后杯 18 位）という成績を収め、目標を達

成することができました。三重とこわか国体は中止となりましたが、選手たちは厳しいトレーニ

ングに取り組み、その努力が実を結んだことに心から敬意を表します。また、選手団を支えてく

ださったスタッフや関係者の皆様にも、深く感謝申し上げます。

　本委員会では、令和 5年４月から令和 6年 3月までの活動内容をまとめた「スポーツ医・科学 

MIE 第 32 巻」を発刊することとなりました。各種事業にご協力いただきました関係者の皆様に

厚く御礼申し上げます。

　スポーツ医・科学研究事業「指定選手の調査研究」では、令和 5年度から三重県山岳・スポー

ツクライミング連盟から推薦された指定選手を対象に、調査研究事業（1年目）を実施しました。

医学・薬学班、体力科学班、心理学班、コーチング・マネージメント班、栄養学班による班別の

研究成果を掲載しております。

　スポーツ指導者研修会として第 31 回三重県スポーツ医・科学セミナーを開催させていただき

ました。第 1部では部活動の地域移行に関する情報提供として、立教大学スポーツウェルネス学

部教授の松尾哲矢氏による「誰が日本のユーススポーツを「ささえる」のか？」、第 2部ではトッ

プアスリートを対象としたスポーツ食育などの栄養サポートを全国で展開している馬淵恵氏（一

般社団法人食アスリート協会理事　FREC 株式会社代表取締役社長）による「食トレセミナー　

食で成果を出す　かんたんなのに身体が変わる」のご講演を賜り、その内容を傍聴記としてまと

め、掲載いたしました。

　最後になりましたが、発刊にご協力いただきました関係各位に厚くお礼申し上げるとともに、

三重県のスポーツ振興に寄与することを願い、発行のあいさつとさせていただきます。

あ　い　さ　つ

（公財）三重県スポーツ協会スポーツ医・科学委員会

委員長 福　田　亜　紀
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　スポーツ医・科学委員会の報告書は、事業計

画の策定からはじまり報告書の執筆・編集まで

には、三重県内の多くのスポーツ関係の方々に

お世話になっている。心より御礼申し上げる次

第である。

　本委員会は大学の研究者や医師、薬剤師、管

理栄養士、そしてトップレベルの選手育成に携

わっている競技団体及び高校の指導者でメン

バー構成されている委員会である。

　本委員会の活動は、選手の調査研究、医・科

学セミナーの開催、国スポ選手のメディカル

チェック等様々な活動が実施されている。報告

書では、各班の調査研究と医・科学セミナーの

まとめが掲載されている。調査研究は基本的に

３年間の期間としており、その対象競技は本委

員会が各競技団体に希望を伺い、本委員会と競

技団体との調整の中で活動を決定して実施して

いる。このような活動が、本県の競技力向上と

スポーツの推進に少しでもお役にたてればと

思っている。

　本委員会の性格をより深く理解していただく

ために、次頁に示すような「競技力向上のため

のフローチャート」を作成している。ご覧いた

だければおわかりのように、本委員会の組織の

性格は、５つの柱を主軸に事業を計画・立案

し、運営されることになっている。

　今後とも本委員会に対して率直なご意見ご批

判をいただければ幸いである。

●短期的事業

１．本委員会の事業の成果を幅広く県内の指導

者や関係者にアピールするために、指導者や

コーチを対象とした講習会や研修会、セミ

ナー等を開催する。

２．三重県医師会スポーツ医学委員会の協力を

得ながらメディカルチェックの実施や、本県

スポーツの強化・普及事業に寄与し得るシス

テムを確立する。

●中・長期的事業

　県内の将来有望視されている選手を対象に多

面的、縦断的に医・科学データを収集、蓄積す

る。

●各班独自の事業

　「スポーツ医学・薬学班」（※１）、「体力

科学班」、「スポーツ栄養学班」、「スポーツ

心理学班」及び「コーチング・マネジメント

班」が県内の選手やチームを研究対象に指定

し、それぞれに医・科学データの収集およびト

レーニング内容やコーチングのアドバイスを行

う。

（※１）平成26年度より、アンチ・ドーピング

活動に一層取り組むために、「スポーツ医学

班」を「スポーツ医学・薬学班」と改編し、

薬学分野の専門的な調査研究を行うこととし

た。

　以上が本委員会の事業内容の概略である。つ

まり本委員会は、わかりやすくいえば、県内す

べての競技スポーツ選手に対するスポーツ医・

科学的側面からの総合的なチェック機関である

と、ご理解していただきたい。

　ここで収集された選手の医・科学データは、

年度ごとに研究報告書として指導者を中心に関

係者へ幅広く情報提供されるしくみとなってい

る。
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Ⅰ．はじめに

　令和 5年度に三重県スポーツクライミング選手のメ

ディカルチェックを行った。選手のスポーツ傷害の状

況や柔軟性、各部位の筋厚などを調査したため、報告

する。

Ⅱ．対象と方法

　対象は、スポーツクライミング選手の 6名で、男性

3名、女性 3名であった。年齢は平均 14.0 歳（9～ 19

歳）、身長は平均 159.8m（141 ～ 177cm）、体重は平

均 49.2kg（36 ～ 63kg）、BMI は平均 18.9kg/m2（16.9

～ 21.3kg/m2）であった。競技歴は平均 8.0 年（5 ～

12 年）であった。

　問診により、ストレッチ・筋力トレーニングの実施

の有無およびスポーツ傷害の既往について調査した。

柔軟性の評価として立位体前屈、下肢伸展挙上テスト、

踵臀距離を計測した。肩関節のタイトネスの評価と

して、Combined abduction test （CAT）、Horizontal 

flexion test （HFT）を施行した。筋量の評価として超

音波検査装置を用いて、上肢・下肢の各部位の筋厚を

評価した。また、今回は初回の検診であっため、スポー

ツクライミングの傷害が起こりやすい部位を調査する

ことを目的に各種レントゲン検査（手・手関節・肘・膝・

足関節ストレス）を行った。

Ⅲ．結果

１．ストレッチの実施状況

　6名の中、練習前のストレッチは 3名が常にしてい

る、1名が時々していると回答し、2名が常にしてい

ない状態であった。練習後のストレッチについては 2

名が時々していると回答し、4名がしていないと回答

していた。

２．筋力トレーニングの実施状況

　上肢：している選手が 3 名（50.0％）、していない

選手が 3名（50.0％）

　下肢：している選手が 2 名（33.3％）、していない

選手が 4名（66.7％）

　体幹：している選手が 2 名（33.3％）、していない

選手が 4名（66.7％）

であった。10 歳女児、９歳男児の成長期の選手が２

名含まれており、これらの選手はウェイト等を用いた

筋力トレーニングを行うには早い選手であり、これら

の選手がしていないことが、筋力トレーニング非実施

率の高値に繋がったものと考えられた。

３．スポーツ傷害の既往

　過去と現在を含めて部位別にみると、肘２名、首・肩・

腰・膝がそれぞれ１名ずつで障害を認めていた（図 1）。

また、傷害の種類は骨折 2名、捻挫・靭帯損傷 2名で

あった。

４．柔軟性

　立位体前屈：平均 7.6cm（-1.0 ～ 22.7cm）で、床に

指がつかない（マイナス）のものが 1名いた。

　下肢挙上テスト：右平均 73.3°（65-110°）、左平均

73.3°（65-110°）でハムストリングのタイトネス（下

肢挙上テスト＜ 70°）は右 4名（66.7％）、左 4名（66.7％）

であった。

　踵臀距離：右側平均 7.9cm（0 ～ 16.5cm）、左側平

均 9.5cm（3 ～ 16.5cm）で、大腿四頭筋のタイトネス

（踵臀距離＞ 10.0cm）は右 2名、左 3名であった。

　肩関節タイトネス：CAT陽性は右側 3名（50.0％）、

左側 2 名（33.3％）、HFT 陽性は右側 1 名（16.7％）、

左側 1 名（16.7％）であった。1名が左利き、他 5名

は右利きであったが、利き腕との明らかな関連性は認

められなかった。

５．筋厚（超音波検査）

　上肢の筋厚は前腕、上腕前部、上腕後部の 3か所で

測定した（図 2）。また、下肢の筋厚については大腿

前部、大腿後部、下腿前部、下腿後部の 4か所で測定

した（図 3）。左右差の有意な差はなかった。

⑥単純X線

　手指・手関節・肘関節では単純X線上の明らかな

異常は認められなかった。膝関節では一部大腿骨に骨
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透亮像があり、骨嚢腫を疑わせる所見はあったものの、

スポーツとの関連性はないものと考えられた。一方、

足関節ストレスX線では 3名 4 足関節に不安定性を

認め（Talar tilt angle ≧ 7°もしくは患健比 5度以上、

前方引き出しストレスの患健比 3mm以上を不安定性

ありと定義）、その内 2足関節には os subfibulare を

認めた。

Ⅳ．考察

　本年が 3年にわたるスポーツクライミングチームの

傷害調査の初年であった。今回の対象者は 14.0 歳と

若年ではあるものの、競技歴は 8.0 年と長いのが特徴

であり、比較的経験が浅い選手が多い他のマイナース

ポーツとは異なっている。傷害については対象者が少

なったことや成長期の若い対象者も含まれていたこと

もあり、障害部位は今まで行ってきた他の競技に比較

して少なかった。過去のクライミングジム、チーム

の 1638 名を対象とした研究では外傷、障害の経験者

は 64% と決して少なくはなく、中でも上肢の傷害は

51%と多いと報告されている１）。今回の調査では肘２

名、首・肩・腰・膝がそれぞれ１名ずつであり、過

去の報告と同様に肘・肩といった上肢の傷害が多い結

果であった。過去の報告では部位別では手指が最多で

あったが、今回の調査では手指の傷害を経験したもの

はいなかった。

　単純X線検査では、足関節に他覚的不安定性を認

めるものが 6名中 3名、その内両足関節に認めるもの

が 2足あった。3名中 2名は女性であり、女性の方が

男性に比べ、関節弛緩性が高く、靭帯を損傷しやすい

ことが影響しているものと考えられた。4足中 2足に

Os subfiblare を認め、これは成長期の足関節回外捻

挫の結果と考えられる。各参加者ともに経験年数は長

く、幼少時より競技を行っているため、そのどこかで

足関節捻挫をし、その結果として不安定性が残存して

るものと推察された。しかしながら足関節に不安定性

を認めた 3名は無症状で足関節不安定性に伴う症状は

なく、各足関節ともに靭帯の end point が存在する状

態である。今後、不安定性が増加していかないか、反

復性捻挫とならないかなど経過をみていきたい。

 練習前後のストレッチについて、、練習前のストレッ

チは 3名が常にしている、1名が時々していると回答

し、練習後のストレッチについては 4名がしていない

と回答しており、柔軟性を必要とする競技であるにも

関わらず、練習前後のストレッチの習慣が乏しいこと

が分かった。過去の報告１）においてもストレッチの

実施率は 73.2% であったが、クーリングダウンの実施

率は 16.7% と低い結果であった。本研究対象者の柔軟

性についても柔軟性が競技力に直結する競技であるに

も関わらず、ハムストリングや大腿四頭筋の柔軟性が

低い症例が一定の割合で存在しており、ストレッチの

重要性を啓蒙し、習慣化させることで、傷害予防だけ

でなく、競技力の向上にも寄与できる可能性があると

考えられた。

　今回はスポーツクライミングチームに対する 3年の

調査の初年度であり、過去の報告同様に上肢の傷害が

やや多かったが、Ｘ線や理学所見等で異常が出るほど

の傷害は無かった。ストレッチ等のコンディショニン

グを行っているものは比較的少ないため、啓蒙し、柔

軟性の変化が得られていくのか、競技力向上に繋がる

のか経過をみていきたい。

Ⅴ．参考文献

１）六角智之，加藤勝之，富澤隆一郎，樋口拓哉 

（2019）スポーツクライミングによるスポーツ外

傷・障害の実態調査. 日本臨床スポーツ医学会誌, 27

（3）：525-531.

（西村明展　福田亜紀　加藤　公）
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Ⅰ．はじめに

　本年度よりクライミング競技のジュニア選手を中心

としたドーピングに対する知識量把握と啓蒙を含め、

口頭による聞き取り調査とドーピング説明を行った。

　本年は過去の高校生たちの年齢層とは異なり、ジュ

ニア選手から成年選手を対象としているため、一から

のドーピング啓蒙活動かつ用語などについても説明が

必要な年齢層が存在するために、ドーピングについて

丁寧な説明と解説を行った。

Ⅱ．方法

　対象は三重県のクライミング選手、男子 4人、女子

3人に協力いただいた。年齢別の構成は下記の通りで

あった。

　

　　【成　年】　２人

　　【高校生】　２人

　　【中学生】　１人

　　【小学生】　２人

　突発的な風邪やインフルエンザの治療や薬剤服用を

行っている選手が 2名見られた。ただし、それ以外で

は病院にも受診しておらず、ほぼ全員が健康な状態で

あった。

　今回の聞取り実施者中１名がサプリメントを服用し

ていた。ビタミン剤（マルチビタミンとして）を服用中

であった。

　なお、この選手のビタミン剤服用は毎日ではなく3日

に1回の服用にしているとの事であった。

　その他の選手にサプリメント、漢方薬の服用は無く、

栄養ドリンクの服用も認められなかった。

いなかった。ただし、以下に示すサプリメントについて

は存在したため「３」に示す。

　継続的に薬剤を服用している選手は誰一人存在して

　調査の結果、プロテインの服用率が高く感じられた。

7名中 4名が服用しており、特に男子の服用率が 75％

と高いことが伺える。これは競技として筋肉量が必要

であり、筋肉量が競技成績に直結するためと考えられ

る。

　特に若年層の中学生のころからプロテインを服用し

ている傾向もみられ、注意を要して経過観察していく
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部分であると感じた。今回の調査では海外製品に対す

る注意と出所の不明瞭なプロテインの服用は危険であ

ることは伝えることが出来た。

　薬局・ドラッグストアの利用者が今回の調査では存

在しなかった。

　なお、多少の風邪や腹痛、体調不良等では病院への

受診を控える傾向も見受けられた。

　これらの点より、競技会時に体調不良が発生した際

は、服用できる薬剤もあるため、競技会の時にはでき

るだけ信用できる薬剤師を見つけ、薬を服用できるこ

とも併せて指導を行った。

　プロテインの服用頻度は１日に１回服用している選

手が多くなっている様に感じられた。また、プロテイ

ンを服用している 2名の選手は明治製菓の「ザバス」

を服用しており、日本製という事から比較的安全と考

えられる。

また、その他の選手も「レベルアップ」や「レジェン

ド」を服用している選手が見受けられた。これらも国

内産であるために比較的に安全と言える。

Ⅲ．結果

　クライミングは伊賀市や津市、四日市市を中心とし

た練習拠点に各自でお金を支払い、独自で上達してく

スタイルを取っている。成長には安く・近くで・利用

回数を多く活用できる環境因子が必要との事であった。

まだまだ発展途上の競技であり競技人口も少ない傾向

にある。今回のドーピングアンケート調査では 8名中

1名が欠席した状態であり、被験者がやや少ない状況

ではあるがジュニア層から成年層まで存在する広範囲

の年齢層が特徴であった。競技の年齢層も若年層（9

歳）から 47 歳までと広い結果となった。被験者が少

なくデータとしての信憑性が低い形となったが、若年

層へのアプローチといった新たな取組みを実施できた。

　小学生においては全日本大会や国スポ出場権がまだ

ない状態からの指導や啓発であり、今後の知識習得が

楽しみである。

Ⅳ．考察

　やはり、低学年ほどドーピングに関する知識は低く、

国体・全日本大会に出場する様な選手ほどドーピング

知識が高い傾向が現れた。一番知識量の少なかった選

手ではドーピングが何かをよく知らない程度であった

ために、まずは「ドーピング」について説明を実施した。

　また、ドーピングが公平な競技を妨げている事、人

間の身体を悪くすること、選手の名誉を著しく損なう

事などを知ってもらい、普通のドラッグストアやクリ

ニック、プロテインやサプリメントでもドーピング違

反になることなどを説明した。

　また、漢方薬にもドーピング禁止薬が入っているこ

とを話題に上げ、ドーピングに興味を持ってもらえる

様に工夫を行った。選手は皆、一様にドーピングに対

して興味を持っており、今後 3年間をかけて若年層に

もよりドーピングを知ってもらう必要があると感じた。
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　クライミングは競技として比較的新しい競技であり、

当該協会および競技団体や運営クラブが比較的新しい

ことが挙げられる。競技としてスノーボードやパル

クールに似た印象を持つことができる競技である。こ

れはドーピングについての知識習得の機会をも若干な

がら妨げる傾向があることも伺える。本来ならば競技

団体や学校がある程度教育していく中で得られる知識

や経験などの機会を逸している可能性が有る。

　また、競技特性として自己の体重を自身で支える競

技であるクライミングは、ある程度の筋量が必要であ

る。これはプロテインの摂取を招き、ドーピングに繋

がる要素を多く持つ。今回のアンケート調査では、選

手独自の情報収集により知識量を上げている傾向がう

かがえた。今回のドーピングアンケート調査はクライ

ミングにとって良い機会であったと感じることが出来

た内容であった。

（山本将之）
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Ⅱ．方法

１．対象

　対象は、三重県山岳・スポーツクライミング連盟が

指定した小学 3 年生から大学 1 年生（8.9 ～ 19.4 歳）

までの男子選手 3名、女子選手 3名の合計 6名であっ

た。表 1には、対象選手の身体的特徴および競技歴を

示した。

２．調査および測定方法

１）アンケート調査

　アンケート調査では、年齢、性別、クライミングス

タイルおよびグレード、傷害の状況、競技に関する困

りごとに関して回答を得た。

２）筋力

　筋力を評価するため、握力を用いた。握力について

は、2種類測定し、通常握力および親指を除く 4本指

による把持力（以下、手指把持力）を測定した。通常

握力は文部科学省の新体力テスト２）における測定方

法に準拠して実施した。手指把持力については、握力

計を机に固定し、座位姿勢による手指把持力を計測し

た。測定はVigouroux et al. ３）を参考に、座位にて肘

を屈曲 90°とし、上腕は 45°外転させた位置に固定し、

握力計に 4本指をかけた状態で手指把持力を計測した

（図 1）。両測定ともに試行は左右それぞれ 2回計測し、

左右それぞれの高い値の平均値を値として採用した。

また、スポーツクライミング競技は自己の体重を支え

る競技であり、さらにクライマーの手指の筋力は絶対

値よりも体重当たりの筋力が優れている必要があるこ

とから、体重当たりの値を算出した。

３）筋パワー

　筋パワーを評価するため、立ち幅跳びと垂直跳びを

用いた。立ち幅跳びについては、文部科学省の新体力

テスト２）における測定方法に準拠して実施した。試

行は 2回とし、高い値を立ち幅跳びの値として採用し

た。

　垂直跳びについては、両手を腰に当てさせて立位姿

勢から反動動作を用いて跳躍する垂直跳びを実施させ

た。垂直跳びの測定は、新・日本人の体力標準値Ⅱ４）

を参考に紐式測定法を採用し、デジタル垂直跳び測定

器ジャンプ -MD（竹井機器工業株式会社）を用いて

実施した。試行は 2回実施し、高い値を垂直跳びの値

として採用した。

４）筋持久力

　筋持久力を評価するため、上体起こしを用いた。上

体起こしについては、文部科学省の新体力テスト２）

における測定方法に準拠して実施した。試行は 1回と

し、30 秒間で上体が起き上がった回数を計測し、上

体起こしの値として採用した。

　また、クライミングに特化した手指筋群の筋持久力

を評価するために、西谷ら４）を参考に、保持耐久時

間の測定を実施した（図 2）。対象者にはトレーニン

グ用擬似ホールドに肩幅程度の間隔で左右同時に保持

し、両足が地面から離れた瞬間から、両手がホールド

から離れるまでの時間をストップウォッチにより計測

した。ホールド法は、拇指をホールドの側面につけた

状態、もしくは離して持つように指示を行い、対象者

Ⅰ．はじめに

　令和 5年度から三重県内のスポーツクライミング選

手を対象とした調査研究を開始した。調査対象は、三

重県山岳・スポーツクライミング連盟が指定する選手

であった。本年度はスポーツクライミング選手の基礎

体力測定および可動域測定を実施したので、この内容

を報告する。スポーツクライミングのパフォーマンス

の決定要因としては、手指の最大筋力や筋持久力、そ

して股関節の柔軟性が重要であることが報告されてい

ることから１）、令和 5年度は一般的な体力測定項目に

加えて、手指の筋力や筋持久力および下肢の柔軟性に

関する測定を含めて実施した。
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が最も保持しやすい方法を選択させた。試行回数は 1

回とした。

５）柔軟性

　柔軟性を評価するために、股関節 3項目および足関

節 2項目の可動域を評価した。測定には、東大式ゴニ

オメーターを用い、股関節は外転角度・屈曲角度・水

平外転角度とし、足関節角度は膝伸展位（図 3）およ

び膝屈曲位の 2種類の背屈角度を 5°単位で記録した。

測定は、日本整形外科学会・日本リハビリテーショ

ン医学会による「関節可動域表示ならびに測定法」６）

に準じて実施した。なお、股関節の水平外転角度につ

いては、仰向け状態で床からの垂線を基本軸とし、ゴ

ニオメーターを床に対して垂直および大腿部中央に当

てた状態で測定した。

３．統計処理

　対象者数が 6名と少ないことから、個人の特定を避

けるために、結果は平均値±標準偏差で示した。また、

本測定では対象者が少ないことに加えて、小学生から

大学生までの男女を対象とした性別・年齢が大きく異

なる集団であり、平均値での比較・検討は難しいと考

えられるため、選手毎に令和 5年度体力・運動能力調

査結果７）もしくは新・日本人の体力標準値Ⅱ４）、スポー

ツクライミング選手の先行研究での調査結果８）と比

較した。また、保持耐久時間については、西谷９）が

示しているリード種目およびボルダリング種目におけ

る各グレードを登るために必要な保持耐久時間の目標

値をもとに、達成度割合を評価した。

Ⅲ．結果および考察

１．アンケート調査結果

　クライミングスタイルおよびグレードについては、

全選手がリードおよびボルダリングスタイルを選択し、

2名のみスピードスタイルも選択した。グレードにつ

いては、日本で多く用いられているグレードを参考に、

リードはデシマル方式、ボルダリングは段 /級方式で

申告を依頼した。リードのグレードについては 2名の

選手から申告があり、それぞれ 13b・14a に該当した。

また、ボルダリングのグレードは全選手が申告し、1

級が 1名、初段が 4名、3段が 1名であった。

　傷害の申告としては 1名のみが該当し、「走る時や

落ちた時に腰が痛む」という訴えがあった。六角ら
10）のスポーツクライミングによるスポーツ外傷・傷

害の実態調査で多く報告されている部位としては手指

や足関節であるが、これらの部位への訴えはみられず、

対象者においては傷害を抱える選手は少ない実態が示

された。また、競技に関する困りごとは、「重心移動」

「コーディネーション能力への苦手さ」「柔軟性の低さ」

「腰への不安」などが挙げられており、移動に伴う動

作の分析や柔軟性の継続的な測定やサポートの必要性

が示された。

　

2．体力テストについて

　表 2に、体力特性の結果を示した。令和 5年度全国

体力・運動能力の調査結果７）を参考に、対象者毎に

同性・同年齢の平均値と比較を行った。筋力の指標で

ある握力平均値については、全ての対象者で全国平均

値（12.51 ～ 36.83kg）よりも高い値（19 ～ 51kg）を

示した。また、体重当たりの握力は 0.538 ～ 0.867 を

示した。現時点では、日本人を対象とした報告は少な

く、諸外国の報告８）を参考にした場合、例えば本対

象者が該当するグレードUIAAグレード 10-（13a/b）

を含む UIAA グレード 9+ もしくは 11+ のチェコの

女子選手の平均値は 0.72 ± 0.07 であり、本対象者が

該当するグレード UIAA10+（14a/b）を含む UIAA

グレード 9+～ 11+ の男子選手の平均値は 0.79 ± 0.07

である。本対象者における同グレードの女子選手の結

果は 0.867 であり、上記の平均値を上回り、高い値を

有していたが、同グレードの男子選手は 0.622 であり、

上記の平均値よりも低い値を示した。これらのことか

ら、一般日本人の平均値と比較した際には高い結果を

有しているが、スポーツクライミング選手と比較した

際には十分な筋力を有している選手とやや低い選手が

みられることが明らかとなった。

　また、スポーツクライミング選手においては、特に

クライミング特有の手指の最大筋力も重要であること

から、本年度は手指把持力を測定した。その結果、12
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～ 20kg の値を示し、体重あたりの値は 0.306-398 を

示した。これらはクライミングのパフォーマンスの向

上に影響していることから、今後も継続して測定し、

パフォーマンスの変化とともに手指把持力の値の変化

を明らかにする必要があると考える。

　また、筋パワーを評価する立ち幅跳びについて、令

和 5年度全国体力・運動能力の調査結果７）における

全国平均値は 135.68 ～ 217.85cm であり、本対象者の

結果は全ての対象者で全国平均値よりも高く、171 ～

265cm の結果を示した。垂直跳びについては、全国

体力・運動能力の調査項目に含まれないため、新・日

本人の体力標準値Ⅱ４）の標準値と比較した。標準値

は 28.9 ～ 56.9cm を示しており、本対象者の結果は 1

名を除き全国標準値よりも高く 33 ～ 53cm の結果を

示した。1名についても標準値とほぼ同程度の値を示

しており、垂直跳びは全国平均値と同程度もしくは高

い値を示すことが明らかとなった。これらのことから、

横方向および縦方向の筋パワーは全国平均と同程度も

しくは高い値を示しており、本対象者における水平・

垂直方向への筋パワーは、平均程度もしくは高い能力

を有することが示された。

　筋持久力を評価する上体起こしについては、令和 5

年度全国体力・運動能力の調査結果の全国平均値が

15.82 ～ 27.81 回に対して、本対象者は 22 ～ 29 回で

あり、全国平均と同程度もしくは高い能力を有してい

る現状が明らかとなった。一方で、スポーツクライミ

ング競技に特化した筋持久力の測定として、保持耐

久時間の測定を実施したところ、結果は 47 ～ 100 秒

を示した。ボルダリングのグレードに基づいた目標値
９）（62 ～ 80 秒）に対する達成度を算出した結果、達

成度は 69.1 ～ 135.3% に分布しており、小学 3年生 1

名および 5年生 1名については目標値を達成していな

かったが、その他の 4名の選手は目標値を達成してい

た。一方で、リードのグレードを申告した 2名の選手

においては、リードにおける目標時間（86-102 秒）に

対して達成度は 79.1 ～ 98.0% であり、2名ともにリー

ドに対する目標値を達成できていない結果を示してお

り、リードを行うための筋持久力の向上の必要性が示

唆された。特にリードは他の種目と比較して、長い距

離を登る種目であるため、より筋持久力が必要になる

と考えられ、設定された目標値が高く、目標の達成が

難しかった可能性も考えられた。

3．柔軟性について

　下肢の柔軟性の指標として関節可動域の測定結果を

表 2に示した。日本整形外科学会・日本リハビリテー

ション医学会による「関節可動域表示ならびに測定法」
６）に記載されている関節可動域の参考値では、日本

人の股関節の外転角度は平均 46°と示されており、1

名を除く対象者はこれらの値と同程度もしくは上回る

可動域が確保されている一方で、平均値を大きく下回

る 35°の角度を示す選手もみられた。この 1名の選手

は困りごとのアンケートで、可動域への不安を申告し

ており、さらに可動域の左右差も大きく、右股関節の

外転角度よりも左股関節は 70% の角度を示し、絶対

値だけではなく左右差の観点からも股関節の柔軟性が

課題であることが確認された。また、股関節の屈曲角

度では日本人の平均は 132°であるが、対象者のうち 3

名は 120°を示し、やや柔軟性が低い結果が示された。

また、股関節の屈曲角度および水平外転角度の左右差

は少ない結果であった。股関節の柔軟性は、パフォー

マンスの成功要素の一つとして挙げられており、これ

らの値を継続して測定することが必要であると考えら

れる。

　また、膝屈曲位の足関節背屈角度は、日本人の平均

は 26°であるが、対象者のうち 1名が左足関節のみ 15

°を示し、大きく下回る結果であったが、そのほかの

5名は左右で 25 ～ 45°を示し、柔軟性は平均値と同程

度もしくは高い結果であった。左足関節が 15°を示し

た選手は、左足関節が右の 60% 値の角度を示し、左

右差が大きいことから、絶対値の低さに加えて左右差

もみられることが明らかとなった。膝伸展位の足関節

背屈角度は、全体として屈曲時よりも左右差が大きく、

左足関節が右の 33% の角度を示す選手もいたことか

ら、課題として柔軟性の左右差がみられる現状が明ら

かとなった。

　本調査ではスポーツクライミング選手の体力および

柔軟性について計測し、その結果をまとめるとともに、
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全国の平均値と比較をした。また、スポーツクライミ

ング特有の体力として、筋力の指標として手指把持力、

筋持久力の指標としてトレーニング用擬似ホールドを

用いた保持耐久力、股関節や足関節を対象に下肢の柔

軟性を検討した。

　その結果、一般的な筋力や筋パワー、筋持久力は全

国平均値と同程度もしくは高い値を示す結果であった。

一方で、クライミングに特化した体力および柔軟性測

定では、目標とする種目や選手により異なる課題が明

らかとなった。引き続き、体力測定を継続的に実施し、

パフォーマンスおよび体力の変遷について調査を継続

したいと考える。
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^
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実態調査 , 日本臨床スポーツ医学会誌 27（3）：525-

531.

（村松愛梨奈　水藤弘吏　小林春彦）

研究協力者：鈴木侑樹
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Ⅰ．はじめに

　令和 5年度より三重県山岳・スポーツクライミング

連盟所属選手を対象とした調査研究が始まった。公益

社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会のス

ポーツクライミング競技規則第７条１）「種目の定義」

により公式競技会は、（1）リード、（2）ボルダリング、（3）

スピード、（4）チーム・リード、（5）チーム・ボルダ

リングで、これらのいずれか、または複数の種目を含

むものとされており、順位決定方法は、リード競技で

は、1 本または 2 本のルートでの獲得高度、ボルダリ

ング競技では、完登したボルダー数、スピード競技で

は、規格で定められたルートの完登に要した時間に基

づいて行なわれる。筋持久力、俊敏性、瞬発力、持久

力等オールラウンドに求められる競技である。

　また、当該協会では、低体重に起因したアスリー

トの健康障害を防止するため必要な体格指数（Body 

Mass Index、以下「BMI」）計測等、選手低体重対策

に関わる規程が設けられ、特に女性の場合女性アス

リートの三主徴（Female Athlete Triad：FAT）の

早期発見を目的としている２）。FATは、①利用可能

エネルギー不足（low energy availability；LEA）、②

視床下部性無月経、③骨粗しょう症の 3 つで構成さ

れ、LEAを発端に、視床下部性無月経と骨粗鬆症が

深刻化する。LEAと骨粗鬆症は、男性アスリートに

おいても生じ得る。スポーツによって LEAが生じて

いる状態は「スポーツにおける相対的エネルギー不足

（relative energy deficiency in sport；REDs）」と呼

ばれる。REDs では競技パフォーマンスの低下や健康

への悪影響が生じる。特に、成長期の REDs は、二

次性徴の遅延や発育・発達の障害、最大骨量の低下に

つながりやすく、この悪影響が生涯にわたって残って

しまうことがあるため、より注意が必要とされている
３）。REDs を防ぐためには、毎日、エネルギーが不足

しないように食べることが重要である。その中でもエ

ネルギー源である主食（糖質）をしっかりと食べる食

生活を心がけることが大切となる。それでも食事だけ

Ⅱ．方法

１．対象者及び調査期間

　調査対象者は、三重県山岳・スポーツクライミング

連盟指定選手のうち、調査及び指導に参加した選手 8

名 （アンケートのみ提出者を含む、男子3名、女子5名） 

とした。 調査及び指導は、2023 年 10 月 25 日に実施

した。

２．調査方法及び調査項目

１）身体状況

　調査日に、身長と体重の自己申告の値を用い、その

値から体格指数（Body Mass Index：BMI）を算出した。

18.5 kg/m2 以上 25.0 kg/m2 未満を標準体重、18.5 kg/

m2 未満を低体重、25.0 kg/m2 以上を過体重とした。

BMI の求め方は次のとおりである。

BMI（kg/m2）＝体重（kg）÷身長（m）2

　小学生及び中学生については、「児童生徒等の健康

診断マニュアル平成 27 年度改訂」７）に基づき算出し

た。性別、年齢別、身長別標準体重から肥満度（過体

では足りない場合には、補食をとることが重要となる
４）。

　対象選手は、連盟が指定する小学生、中学生、及び

高校生以上の選手である。スポーツ選手にとって食事

は、健康の維持・増進など生涯の健康づくりだけでは

なく、身体づくりや質の高いトレーニングの継続、け

がの予防や改善に重要である。特に成長期のジュニア

選手は、自分に見合った食事量や食事内容について理

解し実践できるようになるなど食生活の自立に向けた

重要な時期にあることから、食に関する正しい知識を

習得し、望ましい食習慣を定着させることは、競技力

の向上、スポーツ障害予防、さらには生涯にわたり健

康で豊かな生活を送る上で重要である。

　今年度は、これまで実施してきた調査研究報告５），６）

と同様に、生活習慣・体調、食事摂取状況、食事に対

する知識・意識に関する調査結果について報告する。
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重度）を算出した。肥満度が 20％以上の者を肥満傾

向児、－ 20％以下の者を痩身傾向児とした。

肥満度の求め方は次のとおりである。

肥満度（過体重度）＝〔実測体重 (kg）－身長別標準

体重 (kg）〕／身長別標準体重 (kg）× 100（％）

２）推定ヘモグロビン量の測定

　調査日には、近赤外線分光画像計測法による末梢血

管モニタリング装置 ASTRIM FIT（シスメックス株

式会社）を用いて推定ヘモグロビン量を測定した。測

定は、左中指による近赤外線の複数波長光源（LED）

の吸収量と血管幅から血中ヘモグロビン量の推定値を

求めた。

３）生活習慣、食習慣調査及び栄養指導

　生活習慣、食習慣調査は調査日の栄養指導実施前に

記名自記式にて行った。調査内容は、生活習慣・体調

として睡眠時間、運動時間、排便状況、体調について

など、食事摂取状況として朝食、昼食、間食の摂取状

況、「主食」、「主菜」、「副菜」、「牛乳・乳製品」、「果物」

の摂取頻度、間食摂取状況など、食事に対する知識・

意識として適切な食事内容や食事量に関する知識・意

識などについて調査を行った。

Ⅲ．結果及び考察

１．対象者特性

　調査に参加した選手 6名（小学生 3名、中学生 1名、

大学生 2名）及びアンケートのみ提出選手 2名（小学

生 1名、中学生 1名）の身体状況確認について、小学生、

中学生計 6名のうち、肥満度が 20％以上の肥満傾向児、

－ 20％以下の痩身傾向児と判定される選手はみられ

なかった。体重が身長別標準体重よりも少ない選手は

5名（83.3%）であった。発達段階の途中にある中学

生、高校生では、筋肉や骨の割合の違いから人によっ

てBMI の数値が必ずしも「肥満」や「低体重（やせ）」

の適正な目安にならないこともある。さらに、筋肉の

発達が著しいスポーツ選手では、BMI が 25.0 kg/m2

を超えていても、体脂肪率は低いこともある。身体組

成を正確に判断する場合は、肥満度や BMI とあわせ

て体脂肪率も考慮する必要がある。

　推定ヘモグロビン量測定は、競技特性（クライミン

グ時のホールドの把持）による指皮の角質化がみられ

たことから近赤外線照射による血管透過画像濃度に基

づくヘモグロビン量の推定は正確さを欠くことが考え

られ、測定結果は参考値とし今後の検討課題とした。 

（その後、機器メーカーに利用方法等確認を行なった。）

２. 料理区分別摂取頻度について

　料理別摂取頻度を表 1に示す。朝食に「主食」を毎

日摂取する選手及び「週に 5～ 6回」を合わせ全員で

あった。一方で、「主菜」を毎日摂取する選手は4名（50.0 

%） 、「副菜」を毎日摂取する選手は 3名（37.5 %） で

あり、「主食」、「主菜」、「副菜」がそろった朝食を毎

日摂取する選手は半数程度であった。「副菜」の摂取

が「週に 2～ 4 回以下」「週に１回以下」の選手は 4

名（50.0 %） であった。朝食摂取の意義は広く知られ

ているが、スポーツをしない人に比べて必要なエネル

ギー量及び栄養素量が増加するスポーツ選手にとって

朝食はさらに重要である。3度の食事で摂るべきエネ

ルギー及び各種栄養素量を、昼食、夕食の 2度の食事

で摂ろうとすると、量的にも質的にも必要量の確保が

難しくなる。筋たんぱく質の合成には、食事からのた

んぱく質摂取が重要である。さらに、たんぱく質の摂

取パターンとして、夕食にまとめて摂取するよりも朝

食、昼食、夕食の 3食に分けて摂取するほうが有効で

ある可能性が示唆されている８）。朝食はたんぱく質摂

取量が少なくなりがちであり、たんぱく質の供給源で

ある「主菜」を意識的に摂取することが、体づくりに

は必要であると考えられる。食事時間を確保するため、

生活リズムを整える必要もあるかもしれない。

　「牛乳・乳製品」については、「1日に 2回以上」が

4名（50.0 %） 、「1日に 1回」が 2名（25.0 %） であり、

1日 1 回以上牛乳を摂取する選手は 6名（75.0 %） で

あった。ミネラル成分のカルシウムは成長期の選手に

とって重要な栄養素であり、カルシウムの供給源であ

る「牛乳・乳製品」の摂取が推奨される。「果物」に

ついては、「ほとんど食べない」選手が 2名（25.0 %） 

であった。果物は、ビタミン Cやミネラル成分のカ
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リウムの供給源であり、ビタミン Cはコラーゲン合

成や骨形成、ホルモン代謝、鉄の吸収促進に関与する

ことから積極的な摂取が望まれる。なお、ビタミンC

　間食の摂取状況（帰宅から夕食時まで） とその内容

について表 2に示す。間食頻度が、「毎日」が 3名（37.5 

%）、「週に 4～ 5回」が 1名（12.5 %）、「週に 2～ 3回」

が2名（25.0 %）と、「ほとんど食べない」が2名（25.0 %） 

であった。運動前には空腹での運動を避けるため、運

動後には運動中に消費したエネルギー及び栄養素量を

補給するため、糖質を中心としたエネルギー補給が必

は果物の他に野菜類やじゃがいも・さつまいもに多く

含まれる。

要である。間食は 3度の食事で不足するエネルギー及

び栄養素量の摂取のための補食として重要である。練

習後にすみやかに夕食が摂取できない場合は補食を摂

ることが望まれる。夕食時間が遅れる場合も含め、空

腹を満たすための単なる夕食までのつなぎと考えるの

ではなく補食として食べる内容を考えていく必要があ

る。
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３．食事に関する知識・意識

　食事に関する知識・意識を表 3に示す。“自分にとっ

ての適切な食事の内容 ( 栄養のバランス ) を知ってい

ますか”の問に、「知っている」が 4名（50.0 %）、「ど

ちらともいえない」「知らない」、「全く知らない」を

合わせて 4名（50.0 %）であった。“自分にとって適

切な食事の量を知っていますか”の問には「よく知っ

ている」「知っている」を合わせて 5名（62.5 %）であっ

た。“現在の食事の量は適切だと思いますか”の問に「ど

ちらともいえない」「あまりそうは思わない」「全く思

わない」が 6名（75.0 %）であったことから食事量に

ついては適切ではないと考えている人数が多く、今後、

食事の内容や栄養素のバランスについて理解を深める

ことができるよう栄養指導を行なう必要がある。

　“競技力を高めるためには、食事が大切だと思いま

すか”の問に対してほぼ全員が「とてもそう思う」、「そ

う思う」と回答している。さらに、“栄養や食事につ

いて学びたい（知りたい）と思いますか”の問に対し

て 7名（87.5 %）が「とてもしたい」、「したい」と回

答している。さらに、“自分の食事には問題があると

考えていますか”の問に「そう思う」と 1名（12.5 %）

が回答している。競技力向上のために食事が大切であ

るという認識があると考えられる。

　自由記述による“食事の問題”については、「副菜（野

菜） が少ない」「夜遅い時間の食事」「好き嫌いが多い」

に関する回答がみられた。また、“学びたいこと”に

ついては、「持久力や筋力を高めるための食事につい

て」「コンビニエンスストアや外食の上手な活用方法」

「間食と補食」「コンディション（体調） 維持のための

食事について」「体重コントロール（減量・増量）の

ための食事について」「栄養バランスの調え方につい

て」「どのくらいの量を食べたらよいのか、食事量に

ついて」「水分補給について」の回答であった。これ

らの内容からも体づくりに食事が重要であると理解し、

必要な知識を得ようとしていると推察される。選手だ

けでなく選手を支える指導者や保護者の方々からも熱

心に質問が出ることがそれを物語っている。

　なお、調査結果を基に、「運動後の補食のこと」「た

んぱく質の働きとその食品のこと」「試合（練習） 前

の食事のこと」等をリーフレットにまとめ、選手への

配付資料とする形でフィードバックを行なった。リー

フレットは、別添を参照のこと。これは、第 2回調査・

指導機会の調整がつかなかったためである。
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スポーツ心理学班
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Ⅰ．はじめに

　３年間継続してサポートしてきたウェイトリフティ

ング選手へのサポートが終了し、本年度からスポーツ

クライミング選手を対象にメンタルサポートを展開す

ることになった。三重県内の競技団体に対して、メン

タルサポートを希望する団体を募ったところ、三重県

山岳・スポーツクライミング連盟（以下、連盟）から

積極的な関わりを持ちたいとの反応があり、競技団体

の責任者との面談においても、メンタルサポートに対

して協力するとの合意形成がなされた。

　このような経緯から、スポーツクライミング選手に

対してメンタルサポートを進めていくことにした。こ

れまでのメンタルサポート活動の成果を踏まえつつ、

本年度よりスポーツ心理学班のメンバー構成が変更さ

れたことから、まずは今後のメンタルサポート活動の

方向性を見出していくことに注力した。連盟とも意見

交換をしながら、スポーツクライミングの競技特性に

ついて認識を深め、スポーツ心理学班としてどのよう

なメンタルサポート活動が可能であるかを慎重に検討

した。こうした議論を経て、初年度の活動方針が定め

られた。

　一連の意見交換のプロセスの中で共有された主な情

報としては、以下の内容が挙げられる。

　・スポーツクライミングのサポート対象選手たちの

年齢層及び活動拠点は広範囲に及ぶ

　・選手たちはチーム単位で活動することは無く、各

自で計画を立てながら練習や試合へ参加している

　・選手も含めて競技に携わる関係者の中でメンタル

は重要との認識はあるものの、具体的な取り組み、

あるいは、心理面のアプローチについての必要性

や興味関心の度合いは把握できていない

　これらの状況を踏まえ、対象選手を一堂に会して講

習会等を実施することは困難であると判断し、まずは

希望者を中心とした個別面談を実施することとし、必

要に応じて心理面の相談に応じることも確認された。

この取り組みにより、スポーツクライミング競技特有

の課題や選手個々の問題点等が抽出される可能性が高

まると考え、次年度以降のサポート活動をより実践的

に展開するきっかけとしたい。

Ⅱ．方法

１．対　象：三重スポーツクライミング選手　男女 6

名（高校生男子１名、中学生男子１名、

中学生女子１名、小学生女子 2名、男子

1名）

２．期　間：2024 年 1 月～ 3月

３．内　容：スポーツ心理学班メンバー 2名による面

談

Ⅲ．結果

　2024 年 1 月～ 3 月の期間中、複数の選手を対象に

面談を実施した。以下、詳細を示す。

１．2024 年 1 月 8 日（名張市蔵持公民館）

　１）高校 1年生男子：この時点で、大会に出場する

ことに対して消極的になっている状態であった。

他の選手たちが登れる課題を登れないという出来

事があり、それ以来クライミングに対してネガ

ティブな感情だったとのこと。しかし、その一方

で 5歳から始めたクラミングを辞めたら何もなく

なってしまうとの発言もあった。こうした言動に

対してスポーツ心理学班からは、これまでのキャ

リアを振り返って〝楽しい〟と感じられたのはど

んな時だったかを考えてもらうように促し、人と

の比較ではなく〝自分がどうしたいのか〟に意識

を向けてはどうかと提案した。

　２）中学 1年生女子、小学 5年生女子、小学 5年生

女子（３名同時に面談）：初対面のサポート班と

一人で面談という状況に抵抗があったのか、３名

同時となった。自由に話をしている中で共通の問

題として、クライミングのトレーニングを優先さ
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せることで学校の友人との関係に影響がある、親

が協力してくれるのはありがたいが過剰に口出し

されることが少なくない、といった事例が挙げら

れ、皆で共感し合っていた。

２．3 月 27 日（鈴鹿市・PENTAGON クライミング

ガレージ）

　１）中学 2年生男子：中学 3年生を迎えるにあたって、

受験勉強のためクライミングスクールをやめると

のこと。小学校 4 年生の時から大会に出場して

きたが、一旦本格的な競技活動から離れる、と言

う。これに対してスポーツ心理学班からは、この

サポートプロジェクトの期間は 3年なので、2025

年度にまた実施することになったらサポート可能、

と伝えた。

３．3 月 28 日（鈴鹿市・PENTAGON クライミング

ガレージ）

　１）小学 5年生女子、小学 3年生男子（2名は姉弟）、

2名の母親：小学５年生の女子選手は、1月 8 日

に３名同時に面談した選手の中の一人。前回と異

なり家族と一緒という状況で、初回より口数が少

なめという印象であった。2名とも年齢に応じた

カテゴリーの大会への出場経験は積んでいるよう

で、弟は「試合で緊張しない」とのことだった。

母親曰く、姉の方が緊張で力を発揮できないタイ

プとのこと。できれば試合での様子を見てもらっ

てアドバイスをもらいたい、というリクエストが

あった。

Ⅳ．考察

　複数名の選手に対して面談を実施した中で、選手

個々で様々な事情や課題に向き合いながら活動してい

る実態が多少なりとも垣間見えた。これを踏まえ、ス

ポーツクライミング競技が基本的に個別での活動形態

であることも考慮しながら、2年目以降も引き続き個

別対応を基本にスポーツ心理学班のサポート活動を展

開したいと考える。サポートの対象者の年齢層は幅広

く、若年層の競技活動も活発であるが、スポーツ心理

学班の介入方針としては、低年齢の段階では過度なメ

ンタルスキル指導は控え、選手自身が競技経験の積み

重ねの中から感情のコントロール方法を習得していく

というプロセスを想定している。そのためにも、一部

の親からの要望にもあったように、実際の試合での行

動を観察する機会を設け、パフォーマンス向上につな

がる積極的な意見交換に発展させたいと考える。

Ⅴ．参考文献

１）アンダーセン ･ マーク ･B：辻秀一他訳（2008）

実践例から学ぶ競技力アップのスポーツカウンセリ

ング．大修館書店 .

２）竹原健太，鶴原清志，米川直樹，若山裕晃（2021）

三重県フェンシング選手を対象としたメンタル

サポート（まとめ）．スポーツ医・科学研究MIE，

28：23-27．

３）鶴原清志，米川直樹，若山裕晃（2018）三重県弓

道選手を対象としたメンタルサポートについて（ま

とめ）．スポーツ医・科学研究MIE，25：33-35．

４）若山裕晃 , 渡辺英児（2017）. 野球メンタル強化

メソッド . 実業之日本社 .

５）渡辺英児（2014）. バレーボールメンタル強化メ

ソッド . 実業之日本社 .

　Weinberg, R. S., and Gould, D.（2003）Foundations 

of sport and exercise psychology. Human Kinetics.

６）米川直樹，鶴原清志，若山裕晃（2024）三重県ウェ

イトリフティング選手を対象としたメンタルサポー

トについて．スポーツ医・科学研究MIE，31：37-

40．

（若山裕晃　鶴原清志　渡辺英児）
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Ⅰ．はじめに

　三重県スポーツ協会スポーツ医・科学委員会調査研

究事業の一環として、今年度コーチング・マネジメン

ト班では強化指定されたスポーツクライミング競技の

活動状況と課題について明らかにするために聞き取り

調査を行った。これらの結果をもとに今後において選

手の競技力向上につなげていくためのサポートのかた

ちを探ることにした。

Ⅱ．三重県強化指定クラブへの聞き取り調査の

　　概要

１．調査日：2024 年 3 月 5 日

２．場所：三重大学教育学部 1号館多目的ホール

３．調査対象者：強化指定クラブ関係者 2名

４．調査内容：

　１）スポーツクライミングの競技特性

　２）現在の活動状況

　３）指導の状況

　４）必要なサポート

５．結果

　１）スポーツクライミングの競技特性について

　スポーツクライミング競技は、ボルダリングと

リードクライミングの 2種目に分けられる。

　ボルダリングは 4m程度の高さで複数の課題に

挑戦し、制限時間 4～ 5分の内に何回登れるかを

競うパワーが必要な競技である。一方、リードク

ライミングは 15mの高さを制限時間 6分間の一

発勝負で登る競技で、持久力が問われる競技であ

り両種目は異なる技術と体力が求められることが

説明された。また、国体では両方の種目を全員が

行うが、通常の大会では個人の選択で一つの種目

に特化する選手もいることがわかった。

　２）現在の活動状況について

　今回、ジュニア選手が約 12 名、その他の強化

選手を併せて合計 20 名程度が強化選手として指

定された。これまで三重県内の代表選手に対して

強化練習会や講習会などの定期的な活動を組織的

に展開してきたわけではないため、今回の強化指

定が本格的な活動のスタートとなることが期待さ

れていた。同様に、ジュニア選手に対してもこれ

まで競技者養成を目的とした定期的な活動は展開

されていない。

　強化指定のジュニア選手は、日頃から各選手が

所属しているジムで個別に練習を行っている。ほ

とんどが成年競技者を対象としているジムの営業

時間の一部分を使って 1回につき約 1時間程度の

練習しているのが現状である。

　他の競技に比べて競技自体の認知度の向上が課

題となるが、競技会としては小学 1年生から出場

できる大会が全国各地で開催されており、競技レ

ベルも遊び感覚の地域レベルから全国大会まで幅

広いレベルでの大会が開催されている。子ども達

は身近なところで遊び感覚からスタートする場合

がおおく、近年では競技へと移行するジュニア選

手の割合も徐々ではあるが多くなってきている。

　３）指導状況について

　クライミング界の指導書として代表的なテキス

トとして「CLIMBER'S BIBLE（出版：フロンティ

アスピリッツ）」が挙げられる。このテキストは

クライミングの経験を一冊の本にまとめたクライ

ミング界では大変貴重な指導書であるが、ジュニ

ア選手の一般的な指導で幅ひろく活用できる内容

ではないため、ジュニア選手を対象とした指導書

についてはこれから出版されることが望まれる。

　日頃の練習において自分で課題を設定して主体

的に活動ができる選手が理想ではあるが、そう

いった選手ばかりではない。指導者が設定した課

題や練習メニューをクリアしていくことで競技成

績が向上していく選手も多いことから、三重県内

の指導者の確保が強く望まれる。現状で三重県内
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（大隈節子　小林春彦）

Ⅲ．コーチング・マネジメント班の

　　今後のサポートの方向性について

　今回の調査結果から、コーチング・マネジメント班

の今後の活動として

１．強化指定選手の競技力向上を目的とした講習会等

の開催

２．専門指導者の養成・確保を目的とした取り組み

３．チョークに関する道具的サポート

　の 3点に重点を置いて展開していくことになった。

にクライミング指導者は全体で数名しかいない状

況であり、指導者の養成は必須である。

　４）競技者育成のサポート体制

　ジュニア競技者育成のためのサポート体制は現

時点で十分に整備されていない状況である。ジュ

ニア選手の競技活動のサポートは選手の保護者が

自分の子どもの活動をサポートする形で行ってい

る。大会出場や遠征のためのサポート全般を含め

てすべて保護者が行っているため、保護者からの

サポートの有無がジュニア選手の競技生活に全面

的に影響を及ぼしている。しかし、クライミング

指導の知識や技術を持っていない保護者も多く、

また親子という関係が競技力向上にマイナスにな

る場合もあることから、専門的な指導者からのサ

ポートを特に望んでいる事がわかった。

　また、クライミング競技を行う上でチョークは

重要な道具の一つであり、落下の危険性を軽減す

るとともに、競技成績にも影響を及ぼすことにな

る。現在、さまざまな種類のチョークが開発され

ており個々の選手に合ったチョークを見つける機

会が望まれていることが明らかになった。
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三重県スポーツ指導者研修会

Ⅰ　開催要項

１　目　的　　本県の競技力向上を図るため、スポーツドクター、科学者、スポーツ指導者が一堂に

会し、意見や情報などの交換を行い、各分野の相互理解と連携を深め、現場に携わる

指導者に対し、スポーツ医・科学の立場から支援することを目的として開催する。

２　主　催　　（公財）日本スポーツ協会、（公財）三重県スポーツ協会スポーツ医・科学委員会

３　後　援　　三重県、（公社）三重県医師会

４　日程及び内容

　　　令和６年１月25日（木）

　　　　受　付　12：00～12：45

　　　　開　会　12：45～13：00　開会及び動画視聴

　　　　第１部　13：00～14：30

　　　　　　　　《講　演》「誰が日本のユーススポーツを「ささえる」のか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～運動部活動の地域移行について考える～」

　　　　　　　　　座　長　大隈　節子〈本協会スポーツ医・科学委員会〉

　　　　　　　　　講　師　松尾　哲矢 氏〈立教大学スポーツウエルネス学部教授〉

　　　　第２部　14：40～16：10

　　　　　　　　《講　演》「食トレセミナー」

　　　　　　　　　座　長　飯田津喜美〈本協会スポーツ医・科学委員会〉

　　　　　　　　　講　師　馬淵　　恵 氏〈（一社）食アスリート協会理事・主任講師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 FREC（株）代表取締役社長〉

　　　　閉　会　16：10～16：15

５　会　場　　三重県総合文化センター　多目的ホール

　　　　　　　津市一身田上津部田1234
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Ⅱ　事業報告

１　参加人数　109名（主催者･企画参画者、スポーツ指導者）

２　事業報告　　今回のセミナーのテーマ選定については、実行委員会班長会議において議論し、全

国的な課題として挙げられている運動部活動の地域移行と、スポーツと栄養にスポッ

トを当てて開催した。

　　　　　　　　スポーツ指導者を中心として、スポーツドクター、科学者、行政関係者等が参加の

もと、第1部では、スポーツ庁のアドバイザーとして地域移行の問題について全国の

運動部活動の実態を調査されている、立教大学スポーツウエルネス学部教授の松尾哲

矢氏に、「誰が日本のユーススポーツを「ささえる」のか？」～運動部活動の地域移

行について考える～をテーマに、本県の事例も交えてご講演いただきました。

　　　　　　　　また、第２部では、スポーツ活動を行う上で栄養をどのように、そして効果的に摂

取するかは指導者として必須の知識であることから、「食トレセミナー」～食で成果

を出す　かんたんなのに身体が変わる～をテーマに、（一社）食アスリート協会理事

・主任講師である馬淵　恵氏より、普段の食事から気にかけて摂取する食品やおかず

の構成についてご講演いただきました。

　　　　　　　　いずれのテーマも、スポーツ医・科学分野及びスポーツ現場に携わる指導者の資質

向上を目指す上で、大いに参考になったことと思われる。

　　　　　　　　第31回の三重県スポーツ医・科学セミナーも、多数のご参加をいただき、指導者の

更なる資質の向上及び指導者と医・科学者との連帯感を深めることができた。
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1．はじめに

　令和 6年 1 月 25 日、公益財団法人三重県スポーツ

協会スポーツ医・科学委員会主催による第 31 回三重

県スポーツ医・科学セミナーが三重県総合文化セン

ターで開催された。ここでは、現立教大学スポーツウ

エルネス学部教授の松尾哲矢先生により行われた『誰

が日本のユーススポーツを「ささえる」のか？～運動

部活動の地域移行について考える～』と題した講演に

ついて、内容報告ならびに感想を述べさせていただく。

２．概　要

　はじめに、講演者である松尾哲矢先生についてのプ

ロフィールが大隈節子先生（三重大学）より紹介され

た。松尾先生は、福岡県出身であり、福岡教育大学、

大学院、九州大学大学院へ在籍した経歴を持つ。現在

は、立教大学スポーツウェルネス学部の教授をされて

いる。また、スポーツ庁の委員、日本体育社会学会長

など多数の役職に就かれている。

３．講演内容について

　講演は、①スポーツの現在地（青少年期、学校運動

部活動を中心に）、②第 3期スポーツ基本計画にみる

学校運動部活動政策の動向、③どうして今、コミュニ

ティスポーツなのか（スポーツの流れ、現在的な社会

課題からみる）、④学校運動部活動の地域連携・地域

移行の動きと地域スポーツの変容、⑤学校運動部活動

の地域連携・地域移行をめぐる課題と三重県への期待、

という流れで構成された。

　松尾先生は、部活動の地域移行は人口構造上の問題

三重大学 教育学部 保健体育コース 海　原　礼　奈

が基盤にあると話された。日本は過去にベビーブーム

を経験している。ベビーブームにより子どもが増え、

学校が増えていった（マンモス化）。しかし現在、日

本の出生数は大きく減少している。子どもの数が少な

くなっているが、学校数を減らすことはできない。そ

のため、少ない人数で学校行事等を行わなければなら

ず、教員の働くことが過多になっていると述べられた。

部活動にも同じことが言え、人数の問題から継続しよ

うにもできない状態に陥っているという。松尾先生は、

このままでは子どもたちがほったらかしになってしま

うと問題視されていた。

　スポーツ基本法には、前文に「スポーツを通じて幸

福で豊かな生活を営むことは、すべての人々の権利」

と記されている。この文章から、やりたい人だけがス

ポーツに取り組むのではないということがわかる。現

在、第 3期スポーツ基本計画が施行されている。第 3

期スポーツ基本計画の目標は、①成人の週 1日以上の

スポーツ実施率：70％、②成人障がい者の週 1 日以

上のスポーツ実施率：40％と設定している。現段階で

は、目標は未達成である。また、第 2期スポーツ基本

計画ではスポーツの視点を「する」、「みる」、「ささえ

る」としていたが、第 3期スポーツ基本計画ではスポー

ツの視点を「つくる／はぐくむ」、「あつまり／つなが

る」、「だれもがアクセスできる」としている。これは、

関係する人や団体とのつながりをつくりながら、誰も

が参加・参画できるスポーツの場や機会をつくること

が課題として設定されている。また、松尾先生は学校

現場で運動実施の二極化が進んでいること、部活動数、

部活動加入数が減少していること等といった、学校現
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４．おわりに

　松尾先生の講演を聞いて、運動部活動の地域移行の

現状について知ることができた。運動部活動の地域移

行について情報としては知っていたが、具体的に国が

どのようなことを行っているのか、地域がどのような

ことに取り組んでいるのかという具体的な部分につい

て理解した。運動部活動の地域移行は、未だ課題が残

るが、前に進み続けており、新しいスポーツの在り方

が形成されていることを実感した。私は大人の立場と

して、教育者の立場として、どうしたら子どもが幸せ

になれるかという視点から本課題について考え、日本

のユーススポーツをささえていきたいと思う。

場での現状を話された。そんな学校現場での現状をふ

まえて、学校は外部指導者や部活動指導員制度を取り

入れて課題の解決を試みたが、課題は解決することが

できず地域移行にふみきったと一連の流れを話された。

　そんな中、スポーツ志向が多様化していると松尾先

生は話された。スポーツ庁のアンケートによると、「ど

のような条件があれば、運動部活動に参加したいと思

いますか。」という問いに対して、「自分のペースで」、

「好きな、興味のある運動やスポーツを」、「友達と楽

しめる」といった回答が多く集まったそうだ。この回

答からも読み取れるように、現在のスポーツの在り方

は「自発的に楽しむ運動」であるとし、スポーツを教

育的事柄のみでとらえるのではなく、自由な遊び文化

としてとらえることで、幅広いスポーツをひろげてい

こうとする時代にシフトチェンジしているそうだ。

　そんな幅広いスポーツに対応するために、地域連携

と地域移行が使い分けて活用されている。地域連携は、

学校の中に部活動指導員が入り手伝うことを指す。地

域移行は、学校の外の地域クラブ活動へ参加すること

を指すそうだ。講演では、三重県の教員に対するアン

ケートで、地域連携と地域移行の理解度などについて

紹介された。回答からは、地域連携、地域移行に賛成

している教員が 7割以上存在していることが明らかに

なった。しかし、進捗状況については進んでいると回

答した割合は 3割という現状であり、課題がみられた。

その後、他地域での実践例が紹介された。

　そのうえで、学校の「公」、地域の「共」、民間の「私」

を組み合わせることで、地域にあった形を創っていく

ことが大事であると述べられた。そんな運動部活動改

革において JSPO（日本スポーツ協会）の役割として、

3つの確保が挙げられている。1つ目は、優れた指導

者の確保である。有資格指導者養成や指導者資格の義

務付けなどがこれにあてはまる。2つ目は、多様な実

施主体の確保である。総合型クラブの中学生の積極的

な受け入れ支援やクラブの量的拡大などがこれにあて

はまる。3つ目は、多様な財源の確保である。所得格

差などから生じるスポーツ機会の損失防止や国費によ

る支援の要請などがあてはまる。これらを確保するこ

とで、中学生世代の安全・安心なスポーツ環境を確保

することができるとされている。

　そして最後に、松尾先生は「子どもの新たなスポー

ツシステムの構築に向けた挑戦を三重県から始めてほ

しい。」と三重県への期待の言葉を述べ、本講演を締

められた。
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1．はじめに

　令和 6年 1 月 25 日、公益財団法人三重県スポーツ

協会スポーツ医・科学セミナーが三重県総合文化セン

ターで開催された。ここでは一般社団法人食アスリー

ト協会理事・主任講師の馬淵先生により行われた「食

で成果を出す！簡単なのに身体が変わる！」と題した

講演について、内容報告並びに感想を述べさせていた

だく。

３．講演内容について

　はじめにスポーツ栄養士としての視点からではなく、

スポーツ競技者の保護者としての立場からスポーツ栄

養を取り入れることの難しさについて話された。その

上で食を変えることでフィジカルだけでなくメンタル

も大きく変化するため、子どもの発達段階に応じた食

事の大切さについて述べられた。また、現在馬淵先生

が担当している団体（プロ野球選手）の「食アススタ

イル」についてもわかりやすく説明がなされた。

　本日第二部の講演は「パフォーマンスや体づくりの

土台は食生活」にあること、「食べることからスポー

ツを考える」ための内容であり、キーワードとして①

食べる力と食アススタイル、②体内トレーニングと胃

２．概　要

　はじめに、講演者の馬淵先生についてのプロフィー

ルが飯田津喜美先生（三重短期大学）により紹介され

た。馬淵先生は現在、FREC株式会社を設立後、現在

はスポーツ食育を中心に様々なスポーツの栄養サポー

トを全国で展開されている。

三重大学 教育学部 学校教育教員養成課程保健体育コース 松　下　博　哉

腸力の力、③生活習慣の 3つに関連付けて展開するこ

とが予め伝えられた。

　１つ目のキーワードの説明に入る前に、まず食べる

ことが子どもの体も心も作っていることが大前提であ

ること、その上で「食べる力」を身に付ける＝食べる

ことへの意識を高めることが競技レベルを向上させる

上で大切であることが述べられた。

　2つ目のキーワードとして、「食べ物を受け止める

からだの機能」にしっかり選手自身が目を向けること

ができるようになることが大切であること、「食アス

スタイル」とはこれらを高める食のメソットであるこ

とが説明された。

　上記の二つは年齢を重ねてから意識されるため、本

講演ではジュニア期はどういったことをすればよいの

かについて中心に説明していくことが述べられた。

　まず大切なことの一つとして、小中学生の現在の食

事量を知ることが大切であると述べられた。一つ現状

として好き嫌いが多いこと、また食事量自体が少なく

学校給食の残食としてお米の残食が多いことが述べら

れた。6歳から 14 歳頃までは、子どもたちの未来の

体の土台づくりとなる大切な時期であり、子どもの成

長のスパート期にお米を中心とした食事をしっかり噛

んで摂取すること、また正しい生活習慣を身に着ける

ことが大切になってくること、また成長のスパート期

は個人差があるため、指導者側がしっかり食べること

の大切さを伝えなければいけないと述べられた。

　次に「食べる力を育てる連携プレー」として、実際

に食べたものがどのようにして体の一部となってるか

について説明された。
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　口から入った食物は、口で噛まれて胃で消化され、

そして腸で吸収をされて体の一部やエネルギーとなり、

いらなくなったものが便として排出される。つまり、

私たちの体は一つの管でつながっており、よく噛むこ

とで脳や胃腸のはたらきが連動し、唾液が多くなるこ

とで消化・吸収率も良くなる。さらに、便を観察する

ことで体調を知る事ができる。この体内の連携プレー

についてジュニア時代から意識することが重要である。

　私たちの体は食べたもので変わる。現在の体はこれ

までの食事の歴史であり、これからも食事の質や食の

バランスが変われば体は変わっていく基本的なことを

保護者の方々が知ってないといけないことが説明され

た。

　さらに、食事のマナーについて述べられた。食べ物

の並べ方についてほとんどの方が理解できない現状が

述べられた。また、口の中にものが入っているとお茶

を流してからじゃなければ次のものを食べない子供は

細いことが多くなっており、口の中でゆっくり混ぜ合

わせて味わう「口中調味」によって唾液の分泌を促す

に三角食べを普及していく必要があることが説明され

た。

　そして、「食育はすべての土台である」ことについ

て説明があった。心も体も食べたもので全部できてい

る。食に向き合うと心の変化も大きくしっかり向き合

うことが必要。ボクシングの木村選手が例として語ら

れた。学生時代はチャンピオンであったが、その後成

績が伸びなかったが、食トレを行ったことで体が変わ

り世界チャンピオンになった。食事を変えることによ

り、体だけでなく、メンタリティも強くなったことが

話された。

　最後に 3つ目のキーワードである生活習慣について、

「睡眠、食事、代謝、排便、入浴」の 5つの質の向上

がコンディションをあげることが語られた。

　1つ目の睡眠については、ノンレム睡眠時に成長ホ

ルモンが分泌されて筋肉の疲労回復に大変重要になる

こと、2つ目の代謝については、摂取したものをエネ

ルギーに変える、また使う代謝の効率が良いと体の状

態はプラスにまわっていく。その状態を確認するに

は 3つ目の排便を観察することが大切であることが説

明された。4つ目の入浴については、シャワーで終わ

るのではなく湯舟につかることが大切である。ヒート

ショックプロテイン効果により筋肉の増量には 42 度

のお湯に 10 分入浴すること、明日試合の場合にはぬ

るめのお湯につかるなど、生活習慣を整えることがパ

フォーマンスの安定につながっていくことが述べられ

た。

　学校給食の栄養素の 3つの仲間分けについては、黄

色はエネルギー源となるもの、赤色は体をつくる材料

となるもの、緑色は体の調子を整えるものに分けて学

校で説明を受けているが、子どもたちのほとんどは

理解ができていない現状にある。スポーツ栄養の基本

としても基本の 3色を摂取することが大切であり、日

本人の食事摂取率としては炭水化物 60％、脂質 25％、

タンパク質 15％の割合が、バランスがいいとされて

いるが、スポーツ選手もこのバランスで増量や減量を

行うことがベストであると説明された。

　昨今においてはタンパク質に目を向けがちであるが、

体を大きくすることも、骨を強くすることもエネル

ギー量が不足するとうまくいかないため、お米を摂取

することが大事である。お米は燃焼力にも優れており、

噛む力であったり、胃腸力を上げる効果もある。さら

には、お米はたんぱく源でもあるが、大豆を摂取する

ことでアミノ酸スコアが上がる。ご飯と具だくさんの

みそ汁は相性がよく、これらにおかずを加えた 3つの

栄養素から成る食事は、体にとって良いことづくめで

あると説明された。

　最後に、水分摂取や補食についてである。水分摂取

はもちろん大切であるが、食事から水分摂取ができて

いるかが大切であると述べられた。補食については練

習前・練習後、試合前・試合後に目的にあったものを

摂取することが大事である。3回の食事では補いきれ

ないエネルギーや、その他の栄養を補うために補食が

大切であると述べられた。

　サプリメントについては、高校生以上の摂取が基本

であり、中学生は 3食で補うことが馬淵先生の見解と

して述べられた。例として日本サッカー協会はサプリ

メントの服用を禁止されており、摂取してはダメだと

いうだけではなく、何故だめなのか、また、使い方に
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４．おわりに

　これまで私自身の学生時代の食生活を振り返ったと

きに、私の親はかならずと言っていいほど毎食白いご

飯を食べさせてくれた。また、怪我もほかの競技者に

比べて多くなかったことから、毎日の白いご飯、規則

正しい食生活が私の競技人生を支えてくれたことが馬

淵先生の講義で気づかされた。

ついて正しく理解した上で使っていくことの大切さも

説明された。

　加えて、食事から炭水化物を摂取することの重要性

として、ドーパミンやセロトニンなどの脳の発達や感

情や運動、生命のコントロールをする神経伝達物質の

分泌を促すことで、選手のメンタル部分の安定に寄与

することを述べ、講演を締められた。
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区分 氏名 職業または勤務先 勤務先住所 ＴＥＬ（勤） ＦＡＸ（勤）

学　識 
経験者

医学

◎福田　亜紀 鈴鹿回生病院・スポーツ医学
センター長（整形外科）

〒513-0836
鈴鹿市国府町112番地1 059-375-1212 059-375-1717

　神元　有紀 医療法人三美会三重レディー
スクリニック院長（産婦人科）

〒514-1113
津市久居野村町366-1 059-256-4141 059-256-4103

　瀬戸口芳正 医療法人ＭＳＭＣみどりクリ
ニック理事長（整形外科）

〒514-1113
津市久居野村町314-13 059-254-3636 059-254-3637

　小川　朋子

　西村　明展
三重大学大学院医学系研究科 
スポーツ整形外科 寄附講座
講師

〒514-8507
津市江戸橋2丁目174 059-231-5022 059-231-5211

薬学 　山本　将之 相好株式会社代表取締役
（一社）三重県薬剤師会理事

〒510-0835
四日市市大井手1-1-21
相好株式会社

0595-22-1222 0595-22-1223

科学

　若山　裕晃 四日市大学総合政策学部教授
（スポーツ心理学）

〒512-8512
四日市市萱生町1200 059-365-6588 059-365-6630

　杉田　正明 日本体育大学体育学部教授 〒158-8508
東京都世田谷区深沢7-1-1 03-5706-1148 03-5706-1148

○水藤　弘吏 三重大学教育学部教授
（生体力学）

〒514-8507
津市栗真町屋町1577 059-231-9291 059-231-9291

○飯田津喜美 三重短期大学食物栄養学科講
師（管理栄養士）

〒514-0112
津市一身田中野157 059-232-2341 　

　大隈　節子 三重大学教育学部准教授
（スポーツ社会学）

〒514-8507
津市栗真町屋町1577 059-231-9296 059-231-9296

指導者 　小林　春彦 株式会社LIXIL
〒518-0751
名張市蔵持町芝出1171
株式会社LIXIL

0595-64-0611 　

スポーツ
協会

　加藤　　公
鈴鹿回生病院附属クリニック
院長
三重県スポーツ協会副会長

〒513-0836
鈴鹿市国府町112番地1 059-375-1212 059-375-1717

　木平　芳定 三重県スポーツ協会理事長 〒510-0261
鈴鹿市御薗町1669番地 059-372-3880 059-372-3881

公益財団法人三重県スポーツ協会スポーツ医・科学委員会名簿

◎委員長　　　　○副委員長

（計　14名）

令和６年６月現在
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公益財団法人　三重県スポーツ協会

◎委員長　　　　○副委員長　　＊医・科学委員会委員

区分 氏　　名 職　業　ま　た　は　勤　務　先

医師
（15名）

　福　田　亜　紀＊ 鈴鹿回生病院・スポーツ医学センター長（整形外科）

　神　元　有　紀＊ 医療法人三美会三重レディースクリニック院長（産婦人科）

　瀬戸口　芳　正＊ 医療法人ＭＳＭＣみどりクリニック理事長（整形外科）

　小　川　朋　子＊ 　

○西　村　明　展＊ 三重大学大学院医学系研究科スポーツ整形外科寄附講座講師

　向　井　賢　司 松阪厚生病院副院長（内科）

　井　阪　直　樹　 村瀬病院院長（内科）

　大久保　節　也 主体会病院（内科）

　川　村　豪　伸 主体会病院（整形外科）

　中　空　繁　登 鈴鹿回生病院（整形外科）

　植　村　　　剛 鈴鹿回生病院（整形外科）

　貝　沼　圭　吾 医療法人悟りの会貝沼内科（小児科）

　千　賀　佳　幸 三重大学医学部附属病院整形外科助教

　小　西　　　博 小西ひふ科医院

　湏　藤　啓　弘 ヨナハ丘の上病院
歯科医師
（１名） 　福　森　哲　也 （公社）三重県歯科医師会常務理事

薬剤師
 （３名）

○山　本　将　之＊ 相好株式会社代表取締役／（一社）三重県薬剤師会理事

　竜　田　都　加 伊勢薬剤師会　ココカラファイン薬局ミタス伊勢店

　松　田　浩　明 （一社）三重県薬剤師会薬事情報センター次長
ＡＴ

（１名） 　佐久間　雅　久 コンディショニングファイブ

教育学者
 （11名）

　八　木　規　夫 三重大学教育学部特任教授（体力科学）

　杉　田　正　明＊ 日本体育大学体育学部教授（運動生理学）

◎水　藤　弘　吏＊ 三重大学教育学部教授（生体力学）

　村　松　愛梨奈 愛知教育大学教育学部保健体育講座助教（体育科学）

　大　隈　節　子＊ 三重大学教育学部准教授（スポーツ社会学）

　若　山　裕　晃＊ 四日市大学総合政策学部准教授（スポーツ心理学）

　渡　辺　英　児 龍谷大学先端理工学部教授（スポーツ運動心理学）

　田　口　　　隆 （公財）日本ハンドボール協会専務理事（スポーツコーチング学）

　小　野　はるみ （公社）三重県栄養士会 スポーツ栄養推進委員（管理栄養士）

　飯　田　津喜美＊ 三重短期大学食物栄養学科講師（管理栄養士）

　若　杉　悠　佑 鈴鹿医療科学大学保健衛生学部医療栄養学科助教（管理栄養士）

指導者
（２名）

　小　林　春　彦＊ 株式会社LIXIL

　濱　松　正　行 名張市立病院

スポーツ協会
（２名）

　加　藤　　　公＊ 鈴鹿回生病院附属クリニック院長（整形外科）
三重県スポーツ協会副会長

　木　平　芳　定＊ 三重県スポーツ協会理事長

（計　35名）
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スポーツ医・科学実行委員会名簿

所　　　　在　　　　地　　　（勤） ＴＥＬ（勤） ＦＡＸ（勤）

〒513-0836　鈴鹿市国府町112番地1 059-375-1212 059-375-1717

〒514-1113　津市久居野村町366-1 059-256-4141 059-256-4103

〒514-1113　津市久居野村町314-13 059-254-3636 059-254-3637

〒514-8507　津市江戸橋2丁目174 059-231-5022 059-231-5211

〒515-0044　松阪市久保町1927-2 0598-29-1311 0598-29-1353

〒513-0801　鈴鹿市神戸3-12-10 059-382-0330 059-382-0891

〒510-0823　四日市市城北町8-1 059-354-1771 059-354-0755

〒510-0823　四日市市城北町8-1 059-354-1771 059-354-0755

〒513-0836　鈴鹿市国府町112番地1 059-375-1212 059-375-1717

〒513-0836　鈴鹿市国府町112番地1 059-375-1212 059-375-1717

〒510-0892　四日市市泊山崎町10番 059-347-1188

〒514-8507　津市江戸橋2丁目174 059-231-5022 059-231-5221

〒514-0004　津市栄町2丁目457 059-228-5498

〒511-0868　桑名市さくらの丘１番地 0594-41-4781

〒514-0003　三重県津市桜橋2丁目120-2（三重県歯科医師会） 059-227-6488 059-223-0976

〒510-0835　四日市市大井手1-1-21　相好株式会社 0595-22-1222 0595-22-1223

〒516-0008　伊勢市船江1丁目10番地21号（ココカラファイン薬局ミタス伊勢店） 0596-21-2061 0596-21-2062

〒514-0002　津市島崎町312　三重県薬剤師会 059-228-5995 059-225-4728

〒510-0806　四日市市本郷町12-3 059-315-0542 059-315-0542

〒514-8507　津市栗真町屋町1577 059-231-9289 059-231-9289

〒158-8508　東京都都世田谷区深沢7-1-1 03-5706-1148 03-5706-1148

〒514-8507　津市栗真町屋町1577 059-231-9296 059-231-9296

〒448-8542　愛知県刈谷市井ヶ谷町広沢1 0566-26-2462

〒514-8507　津市栗真町屋町1577 059-231-9296 059-231-9296

〒512-8512　四日市市萱生町1200 059-365-6588 059-365-6630

〒612-8577　京都市伏見区深草塚本町67 075-642-1111 075-642-8867

〒160-0003　東京都新宿区本塩町23　第2田中ビル7F 03-6709-8940 03-6709-8941

〒514-0803　津市柳山津興655-12（三重県栄養士会） 059-224-4519 059-224-4518

〒514-0112　津市一身田中野157 059-232-2341

〒510-0293　鈴鹿市岸岡町1001-1 059-383-9208
（内線2251） 059-383-9666

〒518-0751　名張市蔵持町芝出1171　株式会社LIXIL 0595-64-0611 　

〒518-0481　名張市百合が丘西1-178　名張市立病院 0595-61-1100 0595-64-7999

〒513-0836　鈴鹿市国府町112番地1 059-375-1212 059-375-1717

〒510-0261　鈴鹿市御薗町1669番地 059-372-3880 059-372-3881

令和６年６月現在
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（公財）三重県スポーツ協会スポーツ医・科学実行委員会班編成

（◎班長　　　　○副班長）

（21名）

（１）医学

（２）薬学

◎　西　村　明　展　・　福　田　亜　紀　・　井　阪　直　樹　・　大久保　節　也

　　向　井　賢　司　・　瀬戸口　芳　正　・　小　川　朋　子　・　川　村　豪　伸

　　中　空　繁　登　・　植　村　　　剛　・　貝　沼　圭　吾　・　神　元　有　紀

　　千　賀　佳　幸　・　小　西　　　博　・　 　藤　啓　弘　・　福　森　哲　也

　　佐久間　雅　久　・　加　藤　　　公

１．スポーツ医学・薬学班

令和 6年 6月現在

○　山　本　将　之　・　竜　田　都　加　・　松　田　浩　明

（５名）２．体力科学班

◎　水　藤　弘　吏　・　八　木　規　夫　・　村　松　愛梨奈　・　杉　田　正　明

　　木　平　芳　定

３．スポーツ心理学班 （２名）

◎　若　山　裕　晃　・　渡　辺　英　児

５．スポーツ栄養学班 （３名）

◎　飯　田　津喜美　・　小　野　はるみ　・　若　杉　悠　祐

４．コーチング・マネジメント班 （４名）

◎　大　隈　節　子　・　田　口　　　隆　・　小　林　春　彦　・　濱　松　正　行

（計　35名）



令和７年 １月23日

（公財）三重県スポーツ協会
スポーツ医・科学委員会

（公財）三重県スポーツ協会事務局
〒510-0261 三重県鈴鹿市御薗町1699
TEL 059-372-3880　FAX 059-372-3881

有限会社 第一プリント社
〒514-0103 三重県津市栗真中山町140
TEL 059-232-6677　FAX 059-232-6689

スポーツ医・科学実行委員会
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三重大学教育学部保健体育科内
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